
○新規項目（案）
Ⅰ　加速する地震津波対策

１　地震津波対策の計画的推進

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２
○南海トラフ巨大地震への新たな防災対応の推進

　県民の安全確保のため、気象庁が「南海トラフ地震に関連する情報」（臨時）を発表した場合の防災
対応方針を策定し、事前防災の対応を促進する。

策定 推進
とくしまゼロ作戦課

Ⅱ　進化する「命を守る」対策

１　県民防災力の強化

（１）県民防災意識の啓発

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２
○西部防災館を活用した防災意識や災害対応能力の向上

　「防災・健康」のリバーシブルな役割を担う西部健康防災公園内の西部防災館を活用し、防災等に関
する講座を実施することにより、県西部圏域における住民の防災意識や災害対応能力の向上を図る。

＜広く県民を対象とした防災等の講座の実施回数、H30年度：30回以上＞

30回 30回 30回
西部総合県民局

３　行政の災害対応能力の強化

（２）防災拠点施設の機能強化の推進

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２
○西部健康防災公園を活用した地域防災力の充実・強化
　
　西部防災対策連絡会議に防災拠点運用部会及び災害時物流拠点検討部会を設置し、（図上）訓練
等の実施により計画の検証・見直し等を行い、地域防災力の充実・強化を図る。

設置
検証
（訓練）

西部総合県民局
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担当課
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○見直し（案）

Ⅱ　進化する「命を守る」対策

１　県民防災力の強化

（３）防災を担う人材の育成

34 ①「防災士」資格の取得支援
H32年度までに「防災士」登録者数（累計）
2,900人

H32年度までに「防災士」登録者数（累計）
3,200人

防災人材育成
センター

35 ②「防災生涯学習コース」の開設
H28年度　年間15,000人
H29～32年度　年間20,000人

H28年度　年間15,000人
H29年度　年間20,000人，
H30～32年度　年間25,000人

防災人材育成
センター

37
④防災の専門性の高い「地域防災推進員」
の養成

養成修了者 H32年度までに累計1,900人 養成修了者 H32年度までに累計2,100人
防災人材育成

センター

Ⅲ　広がる生活の質（ＱＯＬ）確保対策

１　災害医療の体制の強化

（１）災害医療体制の構築

225
⑨スフィア・スタンダードに基づく避難所
の環境整備

研修受講者数　50人／年 研修受講者数　100人／年 とくしまゼロ作戦課

２　生活の質（ＱＯＬ）を重視した被災者支援対策

（１）避難所運営体制等の整備

244 ④地域ＳＮＳの登録促進
地域SNS登録グループ数
H28：1,050　H29：1,100
H30：1,200　H31：1,250　H32：1,300

地域SNS登録グループ数
H28：1,050　H29：1,100
H30：1,250　H31：1,300　H32：1,350

とくしまゼロ作戦課

№ 【取り組み】 数値目標 見直し（案） 担当課

№ 【取り組み】 数値目標 見直し（案） 担当課

№ 【取り組み】 数値目標 見直し（案） 担当課


